
0 10cm

0 10cm

0 2m

20m

墳丘裾 

周溝底部 

山
古
墳
及
び
庄
屋
塚
古
墳
」『
福
岡
大
学
考
古
学
研
究
室
研
究
調
査
報
告
』
第

三
冊
、
二
〇
〇
四
）

六

橘
塚
古
墳
（
国
指
定
史
跡
）

概

要

庄
屋
塚
古
墳
が
位
置
す
る
同
一
丘
陵
上
、
五
〇
〇
㍍
ほ

ど
南
西
に
橘
塚
古
墳
は
あ
る
。
町
立
黒
田
小
学
校
の
敷

地
と
な
り
、
古
く
か
ら
児
童
た
ち
の
遊
び
場
と
な
っ
て
い
た
。

古
墳
の
西
側
に
は
鉄
骨
三
階
建
て
の
校
舎
が
近
接

し
、
そ
の
周
囲
も
か
さ
上
げ
さ
れ
て
古
墳
の
西
裾
を

覆
い
、
南
側
は
一
〇
㍍
ほ
ど
の
距
離
を
お
い
て
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
り
の
プ
ー
ル
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
東

側
は
忠
魂
碑
を
中
心
に
公
園
化
さ
れ
、
北
側
は
空
地

の
部
分
も
あ
る
が
、
北
東
部
付
近
は
町
立
保
育
所
の

敷
地
と
な
っ
て
各
種
遊
具
が
置
か
れ
て
い
る
。
長
期

に
わ
た
っ
て
な
さ
れ
た
こ
う
し
た
地
形
改
変
で
は
い

ず
れ
も
発
掘
調
査
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

国
指
定
史
跡
で
あ
る
が
、
公
表
さ
れ
た
資
料
は
昭

和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
作
成
の
石
室
実
測
図
の
み

で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
事
情
か
ら
、
町
教
育
委
員
会

は
町
内
の
主
要
古
墳
の
資
料
作
成
を
行
う
た
め
に
調

査
費
を
計
上
し
、
平
成
七
年
度
（
一
九
九
五
）
に
ま

ず
橘
塚
古
墳
の
調
査
に
着
手
し
た
。
折
し
も
、
宮
崎

第４章 古 墳 時 代

図２―１３３ 庄屋塚古墳出土遺物実測図

図２―１３４ 橘塚古墳第１トレンチ土層断面図（１／２００）
※網かけ部分は黒色土層
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Tr1

Tr6

Tr7

Tr5

Tr4

Tr2

Tr3

25m

20m

20m

25m

27m

26m
25m

24m

23m

25m

27m

墳丘裾部推定ライン

周溝外側推定ライン

26m
25m

24m

23m

25m

20m

20m

Tr1

Tr6

Tr7

Tr5

Tr4

Tr2

Tr3

0 20m

大
学
が
綾
塚
古
墳
の
石
室
実
測

調
査
を
行
っ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
翌
八
年
度
（
九
六
）は
共

同
し
て
橘
塚
古
墳
の
第
二
次
調

査
を
実
施
し
た
。

平
成
七
年
度
の
調
査

墳
丘
測
量
を
主
目
的
と
し
、

一
部
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
て
墳

丘
・
周
溝
の
範
囲
確
認
を
試
み

た
。墳

丘
測
量

こ
の
古
墳
の

墳
丘
測
量
は
な
さ
れ
た
こ
と
が

な
く
、
従
来
、
直
径
四
〇
㍍
ほ

ど
の
円
墳
と
考
え
ら
れ
て
い
た

が
、
前
述
の
よ
う
に
墳
丘
は
蚕

食
さ
れ
て
旧
状
を
し
の
ぶ
こ
と

が
困
難
な
状
況
で
あ
っ
た
。

墳
頂
部
は
や
は
り
地
形
改
変

さ
れ
て
い
て
、
標
高
二
七
㍍
ほ

ど
の
高
さ
で
直
径
一
〇
㍍
ほ
ど

の
平
坦
な
面
と
な
る
。
等
高
線

が
拾
え
る
の
は
そ
こ
か
ら
標
高

図２―１３５ 橘塚古墳墳丘推定復元図（１／６００）

第２編 先史・原始
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二
四
㍍
付
近
ま
で
で
、
そ
れ
以
下
は
大
部
分
が
削
り
取
ら
れ
、
校
舎
の
あ

る
西
側
で
は
特
に
甚
だ
し
い
。
現
状
で
盛
土
の
高
さ
は
約
七
㍍
強
を
測

る
。墳

丘
規
模
は
直
径
三
〇
㍍
弱
を
測
る
が
、
墳
形
を
云
々
で
き
る
状
況
で

は
な
か
っ
た
。

第
一
ト
レ
ン
チ

主
体
部
背
面
、
主
軸
の
ほ
ぼ
延
長
線
上
の
空
地
に
設

定
し
、
墳
丘
裾
部
・
周
溝
を
確
認
し
た
。
周
溝
底
部
に
は
暗
黄
褐
色
土
、

そ
の
上
部
に
は
黒
色
土
（
腐
食
土
）
が
の
り
、
こ
の
中
か
ら
須
恵
器
片
が

出
土
し
て
い
る
。
更
に
灰
褐
色
土
が
覆
う
。
周
溝
上
部
幅
一
〇
・
四
㍍
、

底
部
幅
六
・
六
㍍
、
深
さ
一
・
一
㍍
を
測
る
。
ち
な
み
に
、
ト
レ
ン
チ
内

に
は
巨
大
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊
が
埋
没
し
て
い
た
。
古
墳
北
側
に
は
か
つ

て
小
学
校
の
木
造
講
堂
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
解
体
時
に
遺
棄
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。

第
二
ト
レ
ン
チ

墳
丘
東
側
に
開
け
た
小
規
模
な
ト
レ
ン
チ
で
、
こ
こ

で
も
墳
裾
を
確
認
で
き
た
。
周
溝
に
は
第
一
ト
レ
ン
チ
と
ほ
ぼ
同
じ
土
が

堆
積
し
、
深
さ
は
一
・
二
㍍
で
あ
っ
た
。

平
成
八
年
度
の
調
査

前
年
度
の
調
査
を
受
け
て
、
墳
丘
・
周
溝
の
形
態
・
規
模
の
確
認
を
行

第４章 古 墳 時 代

３

４

１

写真２―２４ 橘塚古墳発掘調査状況
１．石室開口部前面 ２．羨道・前室敷石検出状況
３．羨道部土層横断面 ４．墳丘前面須恵器出土状況

２
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図２―１３６ 橘塚古墳主体部実測図（１／１５０）
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う
べ
く
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
た
。
ま
た
、
宮
崎
大
学
の
協
力
を
得
て
石
室

の
調
査
も
行
っ
た
。

第
三
ト
レ
ン
チ

墳
丘
東
部
に
設
定
。
墳
裾
部
が
直
角
に
曲
が
る
コ
ー

ナ
ー
を
検
出
し
、
こ
の
こ
と
か
ら
古
墳
の
本
来
の
形
態
が
方
墳
で
あ
る
こ

と
が
確
認
で
き
た
。
周
溝
の
深
さ
は
約
〇
・
三
㍍
、
下
か
ら
順
に
黄
褐
色

土
・
黒
褐
色
土
が
堆
積
し
て
い
る
。

第
四
ト
レ
ン
チ

第
三
ト
レ
ン
チ
の
南
東
に
設
定
し
た
も
の
で
、
周
溝

外
側
の
コ
ー
ナ
ー
を
検
出
し
た
。
こ
の
結
果
、
周
溝
範
囲
を
ほ
ぼ
復
元
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
周
溝
の
深
さ
は
約
〇
・
七
㍍
を
測
り
、
周
溝

底
部
か
ら
順
に
黄
褐
色
土
・
黒
灰
色
土
・
黒
色
粘
質
土
・
暗
灰
褐
色
土
が

堆
積
し
て
い
る
。

第
五
ト
レ
ン
チ

第
三
ト
レ
ン
チ
の
東
側
に
設
定
し
、
周
溝
外
側
を
確

認
し
た
。
周
溝
の
深
さ
は
〇
・
六
㍍
を
測
り
、
黄
褐
色
土
・
黒
褐
色
土
・

暗
灰
褐
色
土
が
堆
積
し
て
い
る
。

墳
丘
前
面
調
査

石
室
南
側
の
墳
丘
・
周
溝
の
範
囲
、
土
層
の
堆
積
状

況
確
認
の
た
め
主
体
部
主
軸
の
延
長
線
で
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
、
周
溝
を

確
認
で
き
た
。
下
層
に
堆
積
し
た
明
茶
褐
色
、
茶
褐
色
土
の
上
部
の
黒
色

土
（
腐
食
土
層
）
の
中
か
ら
須
恵
器
大
甕
片
が
出
土
し
た
。
東
壁
土
層
断

面
で
も
同
様
の
層
序
が
確
認
さ
れ
須
恵
器
片
が
集
積
し
た
形
で
出
土
し
て

い
る
。

こ
れ
ら
の
調
査
結
果
か
ら
墳
丘
・
周
溝
の
平
面
形
態
・
規
模
を
復
元
す

る
と
、
墳
丘
は
南
北
方
向
三
七
㍍
、
東
西
方
向
三
九
㍍
の
や
や
横
長
方
形

を
呈
す
る
方
墳
で
、
周
溝
の
幅
は
墳
丘
の
東
側
で
六
・
五
㍍
、
北
側
で

九
・
九
五
㍍
、
南
側
で
七
㍍
を
測
る
。
周
溝
を
含
め
た
規
模
は
南
北
方
向

五
三
・
五
㍍
、
東
西
方
向
五
二
㍍
の
や
や
縦
長
の
長
方
形
に
復
元
で
き

る
。
な
お
、
校
舎
関
係
の
構
造
物
が
あ
る
た
め
に
墳
丘
西
側
の
調
査
を

行
っ
て
お
ら
ず
、
以
上
の
復
元
数
値
は
石
室
中
軸
線
を
基
準
と
し
て
反
転

し
た
も
の
で
、
必
ず
し
も
確
定
し
た
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
墳
丘
そ
の

も
の
の
調
査
を
行
っ
て
お
ら
ず
、
段
築
等
は
不
明
で
、
埴
輪
・
葺
き
石
は

見
え
な
い
。
ま
だ
残
さ
れ
た
問
題
は
多
い
。

主

体

部

花
崗
岩
の
巨
石
を
用
い
て
構
築
さ
れ
た
複
室
構
造
の
横

穴
式
石
室
で
、
複
室
構
造
の
横
穴
式
石
室
墳
と
し
て
は

綾
塚
古
墳
と
並
ん
で
国
内
最
大
規
模
に
属
す
る
。
石
室
現
存
長
は
約
一

六
・
三
㍍
で
あ
る
が
、
調
査
に
よ
り
開
口
部
端
の
前
面
に
も
石
材
の
抜
き

取
り
痕
が
検
出
で
き
、
こ
れ
を
も
と
に
復
元
す
る
と
推
定
全
長
約
一
七
・

五
㍍
ほ
ど
と
な
る
。

玄
室
は
三
・
二
×
四
・
〇
㍍
の
長
方
形
プ
ラ
ン
で
、
天
井
高
は
三
・
八

㍍
を
測
る
。
前
室
は
三
・
二
㍍
×
二
・
二
㍍
と
幅
が
狭
く
、
高
さ
は
三
・

一
㍍
で
玄
室
よ
り
や
や
低
く
な
る
。
羨
道
は
開
口
部
に
向
か
っ
て
ハ
の
字

形
に
開
き
、
最
奥
の
天
井
石
は
前
室
の
そ
れ
よ
り
も
更
に
低
く
な
る
が
、

そ
の
前
面
の
天
井
石
は
再
び
高
く
な
っ
て
い
る
。

玄
室
か
ら
羨
道
ま
で
の
床
面
で
人
頭
大
ほ
ど
の
花
崗
岩
を
用
い
た
敷
石

が
検
出
さ
れ
た
。
玄
室
で
は
最
も
大
型
の
石
材
が
使
用
さ
れ
、
か
つ
奥
壁

に
寄
っ
た
位
置
に
敷
石
が
見
ら
れ
な
い
範
囲
が
あ
る
。
こ
の
付
近
か
ら
中

第４章 古 墳 時 代
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世
の
土
器
が
出
土
し
て
お
り
、
そ
の
こ
ろ
に
再
利
用
さ
れ
た
も
の
の
よ
う

で
あ
る
。
な
お
、
横
穴
式
石
室
は
追
葬
を
目
的
に
構
築
さ
れ
て
い
る
た
め

入
口
を
開
閉
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
閉
塞
方
法
は
な
お
検
討
を
要
す
る
。

出
土
土
器

出
土
遺
物
に
は
須
恵
器
の
ほ
か
に
十
二
世
紀
ご
ろ
の
瓦

器
椀
な
ど
を
含
む
が
、
図
示
し
た
も
の
は
い
ず
れ
も
須

恵
器
で
あ
る
。
量
的
に
は
大
型
甕
が
多
い
が
、
復
元
困
難
な
た
め
に
口
縁

部
付
近
だ
け
を
図
示
し
た
。
�
（
八
）
は
Ｔ
Ｋ
４３
型
式
に
相
当
し
、
古
墳

の
築
造
時
期
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
六
世
紀
末
頃
の
も
の
で
、
豊
津

町
甲
塚
方
墳
と
同
時
期
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。

蓋

１
は
鈕
と
体
部
の
四
分
の
一
を
欠
く
。
天
井
部
の
大
部
分
を
丁
寧

に
篦
削
り
で
仕
上
げ
、
内
面
は
灰
を
被
る
。
口
径
六
・
二
�
。
２
は
頂
部

が
潰
れ
た
高
い
鈕
を
も
ち
、
体
部
の
三
分
の
一
が
残
存
す
る
。
外
面
は
厚

く
灰
を
被
る
た
め
に
調
整
痕
は
不
明
で
あ
る
。
内
面
は
丁
寧
に
仕
上
げ
ら

れ
て
い
る
。
口
径
は
一
一
・
二
�
で
あ
る
。

壷

３
は
口
縁
部
・
体
部
の
大
部
分
が
残
存
す
る
が
、
底
部
付
近
が
大

き
く
失
わ
れ
る
こ
と
か
ら
脚
台
が
付
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
口

頸
部
は
高
く
直
立
し
、
口
縁
部
付
近
が
わ
ず
か
に
膨
ら
ん
で
内
彎
す
る
。

体
部
は
肩
が
張
る
も
の
の
球
形
を
保
ち
、
し
っ
か
り
と
し
た
凹
線
で
画
さ

れ
た
文
様
帯
に
櫛
描
刺
突
文
を
刻
む
。
下
位
の
凹
線
以
下
は
丁
寧
に
篦
削

り
を
行
っ
た
後
に
横
撫
で
で
仕
上
げ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
全
体
に
丁
寧

に
作
ら
れ
て
い
る
。

４
は
頸
部
が
閉
ま
り
、
口
頸
部
が
短
く
強
く
外
反
す
る
。
口
端
部
は
直

立
し
、
外
面
が
わ
ず
か
に
波
打
つ
と
と
も
に
上
面
に
丸
み
を
帯
び
る
面
を

も
つ
。
胎
土
は
精
良
で
調
整
も
丁
寧
に
な
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
特
に

内
面
で
灰
被
り
が
著
し
い
。

�

５
は
無
文
の
口
縁
部
小
片
で
、
図
下
端
付
近
が
完
周
す
る
。
口
縁

部
下
位
の
突
帯
は
シ
ャ
ー
プ
だ
が
凹
線
は
甘
い
。
胎
土
粗
く
、
調
整
も
雑

な
感
を
否
め
な
い
。
六
は
口
縁
部
の
大
部
分
を
欠
く
が
、
ほ
か
は
完
存
す

る
。
体
部
は
偏
球
形
と
な
り
、
最
大
径
は
中
位
に
あ
る
。
孔
の
上
位
に
深

く
幅
広
い
凹
線
を
刻
み
、
上
下
に
篦
描
き
の
沈
線
を
別
個
に
刻
む
。
頸
部

で
は
中
位
に
甘
い
凹
線
を
刻
ん
で
文
様
帯
を
画
す
る
が
、
こ
の
凹
線
は
部

分
的
に
二
条
と
な
る
。
文
様
帯
の
櫛
描
波
状
文
は
繊
細
で
、
比
較
的
丁
寧

な
も
の
で
あ
る
。
口
端
部
は
内
側
に
稜
線
を
も
ち
、
全
体
に
膨
ら
む
傾
向

が
あ
る
。
底
部
外
面
は
広
く
篦
削
り
を
行
う
。
胎
土
は
比
較
的
粗
い
。
７

は
口
縁
部
の
四
分
の
一
ほ
ど
が
残
存
す
る
。
外
面
に
非
常
に
繊
細
な
直
線

文
を
刻
み
、
最
後
に
口
縁
部
付
近
を
横
撫
で
で
仕
上
げ
る
。
胎
土
は
精
良

な
も
の
で
は
な
く
、
外
面
は
黒
色
に
近
く
、
内
面
は
淡
灰
色
と
な
る
。
８

は
口
頸
部
の
一
部
と
注
口
を
欠
く
ほ
か
は
完
存
す
る
。
体
部
の
形
状
は
６

に
似
て
、
注
口
部
上
面
に
非
常
に
深
く
明
瞭
な
凹
線
を
刻
む
が
、
下
位
の

そ
れ
は
浅
い
。
こ
の
文
様
帯
の
上
半
に
櫛
描
刺
突
文
を
付
す
が
、
施
文
後

に
そ
の
上
下
端
を
横
撫
で
し
て
い
る
。
頸
部
は
体
部
か
ら
明
瞭
に
屈
曲
し

て
立
ち
上
が
り
、
し
っ
か
り
し
た
凹
線
で
画
さ
れ
た
文
様
帯
を
櫛
描
刺
突

文
と
繊
細
な
篦
描
直
線
文
を
埋
め
る
。
た
だ
、
順
序
と
し
て
は
直
線
文
の

上
に
刺
突
文
を
刻
み
、
そ
の
後
に
凹
線
で
区
画
す
る
よ
う
で
あ
る
。
直
線
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1

5

7

8

13

14

6

11

12

0 10cm

1～3・6～8・11～14・16 石室前面東側一括 
4 石室前面西 
5 玄室・前室・攪乱 
9 第1トレンチ 
10 石室前面中央 
15・17 羨道・石室前面西 

2

3

4

9

10

文
は
本
来
は
頸
部
上
端
ま
で

連
続
し
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
口
縁
部
外
面
も
篦
描
直

線
文
を
施
し
、
最
後
に
口
端

部
付
近
を
横
撫
で
す
る
。
な

お
、
口
縁
部
下
端
の
突
帯
は

非
常
に
細
く
鋭
い
。
底
部
外

面
は
篦
削
り
の
後
に
丁
寧
に

横
撫
で
し
て
仕
上
げ
て
い

る
。
胎
土
は
決
し
て
精
選
さ

れ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
全

体
に
丁
寧
に
作
ら
れ
て
い

る
。高

杯

９
は
小
片
で
、
か

つ
端
部
を
接
合
で
き
な
い
も

の
を
図
上
復
元
し
た
。
三
方

長
方
形
透
孔
の
よ
う
で
あ
る

が
、
二
段
と
な
る
か
ど
う
か

は
確
認
で
き
な
い
。
上
位
の

二
条
の
凹
線
も
甘
い
も
の
で

あ
る
が
、
下
位
の
凹
線
は
甘

い
段
と
い
っ
た
方
が
相
応
し

第４章 古 墳 時 代

図２―１３７ 橘塚古墳出土遺物実測図１（１／４）
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15-3

15-2

15-1

16

17

0 10cm

 

0 10cm

図２―１３８ 橘塚古墳出土遺物実測図２（１／４）
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い
も
の
で
あ
る
。
胎
土
粗
く
、
焼
成
も
甘
い
。
１０
は
図
示
し
た
範
囲
で
脚

部
が
ほ
ぼ
完
周
す
る
。
淡
灰
色
と
な
る
焼
成
不
良
の
土
器
で
、
器
表
も
非

常
に
荒
れ
て
い
る
。
口
縁
部
下
位
の
二
条
の
沈
線
は
細
く
、
脚
部
の
凹
線

は
甘
く
不
明
瞭
な
も
の
で
あ
る
。
１１
は
三
方
二
段
透
孔
で
脚
部
は
全
体
を

窺
え
る
。
透
孔
は
幅
が
狭
い
三
角
形
で
形
状
も
不
整
、
透
孔
間
の
凹
線
も

と
て
も
甘
い
も
の
で
あ
る
。
下
半
に
は
弱
い
カ
キ
目
が
見
え
る
。
杯
部
で

は
内
底
面
に
同
心
円
文
を
明
瞭
に
残
し
、
外
底
面
に
は
カ
キ
目
と
乱
雑
な

櫛
描
刺
突
文
が
残
る
。
１２
は
脚
部
が
ほ
ぼ
完
存
す
る
。
四
方
一
段
透
孔
で

あ
る
が
、
透
孔
は
幅
狭
く
、
形
状
も
不
整
で
下
端
は
丸
く
な
っ
て
い
る
。

上
部
で
は
外
面
下
位
に
弱
い
稜
を
も
ち
、
そ
の
上
位
を
カ
キ
目
で
仕
上

げ
、
か
つ
内
底
面
の
調
整
が
粗
い
こ
と
か
ら
脚
付
壷
で
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。
胎
土
粗
く
、
作
り
も
粗
雑
な
土
器
で
あ
る
。

脚
台

１３
は
図
示
部
が
ほ
ぼ
完
存
す
る
胎
土
、
作
り
と
も
に
精
良
な
土

器
で
あ
る
。
し
っ
か
り
と
し
た
長
方
形
透
孔
が
二
条
の
や
や
甘
い
凹
線
を

挟
ん
で
三
方
二
段
に
穿
た
れ
、
突
帯
や
脚
端
部
は
シ
ャ
ー
プ
に
作
ら
れ

る
。
外
面
は
薄
く
灰
被
り
と
な
っ
て
細
部
が
不
明
で
あ
る
が
、
内
面
は
非

常
に
丁
寧
な
横
撫
で
で
仕
上
げ
ら
れ
る
。
１４
は
接
合
し
得
な
い
が
全
体
の

三
分
の
二
が
残
存
す
る
。
こ
れ
も
し
っ
か
り
と
し
た
長
方
形
透
孔
が
三
方

二
段
に
穿
た
れ
、
凹
線
な
ど
も
明
瞭
で
あ
る
。
外
面
は
全
体
に
厚
く
灰
を

被
っ
て
細
部
は
不
明
、
内
面
は
丁
寧
に
横
撫
で
で
仕
上
げ
ら
れ
る
。

器
台

同
一
個
体
と
思
わ
れ
る
も
の
の
各
部
位
が
出
土
し
て
い
る
。
杯

部
（
１５
―
１
）
は
浅
く
大
き
く
開
き
、
口
縁
部
が
さ
ら
に
開
い
て
受
け
口

状
と
な
る
。
口
端
部
外
面
を
面
取
し
、
そ
の
下
位
に
鋭
い
断
面
三
角
突
帯

を
一
条
巡
ら
せ
て
そ
の
下
方
に
文
様
帯
を
置
く
。
文
様
帯
は
上
方
を
二
条

の
、
下
方
を
一
条
の
甘
い
凹
線
で
画
し
、
繊
細
な
篦
描
直
線
文
を
刻
ん
だ

も
の
で
あ
る
。
文
様
帯
の
下
位
は
二
単
位
ほ
ど
の
篦
削
り
が
見
え
る
が
、

さ
ら
に
下
位
は
平
行
叩
き
の
上
を
三
周
ほ
ど
の
カ
キ
目
で
覆
う
。
内
底
面

に
は
広
く
同
心
円
文
が
残
っ
て
い
る
。
脚
部
上
端
付
近
（
１５
―
２
）
は
円

形
透
孔
と
、
そ
れ
と
千
鳥
に
配
さ
れ
た
長
方
形
透
孔
の
左
右
の
長
辺
が
残

る
残
片
で
、
長
方
形
透
孔
の
上
下
は
各
二
条
の
や
や
甘
い
凹
線
で
画
す
る

よ
う
で
あ
る
。
凹
線
間
は
縦
方
向
の
篦
描
（
櫛
描
？
）
直
線
文
で
埋
め
る

よ
う
で
あ
る
が
、
浅
く
不
明
瞭
で
、
か
つ
雑
然
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
な

お
、
長
方
形
透
孔
は
三
方
に
配
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
脚
部
下
位
の
残
片

（
１５
―
３
）
は
透
孔
の
長
辺
を
一
方
に
残
す
だ
け
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ

れ
を
見
る
限
り
で
は
透
孔
は
垂
直
で
な
く
傾
い
て
穿
た
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
胎
土
は
比
較
的
精
良
の
よ
う
だ
が
、
焼
成
が
甘
い
た
め
か
灰
赤
褐
色

〜
灰
褐
色
と
な
り
、
粗
雑
な
作
り
の
印
象
を
受
け
る
。

甕

１６
は
小
さ
な
口
頸
部
に
比
し
て
大
き
く
張
る
体
部
を
も
つ
。
口
端

部
は
断
面
方
形
に
近
く
作
っ
て
内
側
を
つ
ま
み
上
げ
、
頸
部
中
位
に
断
面

三
角
形
の
突
帯
を
巡
ら
せ
る
が
、
突
帯
は
不
整
で
潰
れ
る
部
分
も
あ
る
。

胎
土
は
比
較
的
精
良
と
い
っ
て
よ
い
が
、
作
り
は
雑
で
あ
る
。

１７
は
口
径
五
〇
�
あ
ま
り
の
大
型
甕
で
、
口
頸
部
の
二
分
の
一
ほ
ど
が

残
存
す
る
。
口
端
部
は
外
側
に
肥
厚
さ
せ
て
三
条
の
突
帯
を
連
続
さ
せ
、

頸
部
は
カ
キ
目
で
埋
め
た
後
に
二
条
一
単
位
の
凹
線
で
文
様
帯
を
画
し
、
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斜
位
の
篦
描
直
線
文
で
飾
る
。
胎
土
は

精
良
と
い
っ
て
よ
い
。

七

綾
塚
古
墳
（
国
指
定
史
跡
）

概

要

こ
の
古
墳
は
観
音
山

（
鹿
ケ
峰
）
か
ら
延

び
る
丘
陵
の
先
端
に
位
置
す
る
。
昭
和

五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）、
墳
丘
南
東

部
の
崖
面
崩
壊
に
伴
う
整
備
が
な
さ

れ
、
そ
の
際
に
墳
丘
測
量
調
査
が
行
わ

れ
た
。
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
に
は

宮
崎
大
学
・
勝
山
町
教
育
委
員
会
に
よ

り
石
室
実
測
が
行
わ
れ
た
。

墳

丘

山
側
部
分
を
馬
蹄
形

に
掘
っ
て
周
溝
と

し
、
そ
の
土
を
盛
り
上
げ
て
墳
丘
を
構

築
し
た
も
の
で
、
墳
丘
南
東
部
が
崩
れ

て
い
る
も
の
の
、
橘
塚
古
墳
に
比
べ
る

と
残
存
状
況
は
良
好
で
あ
る
。
周
溝
は

幅
一
五
㍍
、
深
さ
五
㍍
ほ
ど
の
規
模
で

掘
削
が
な
さ
れ
、
溝
底
で
も
幅
一
〇
㍍

を
測
る
。

図２―１３９ 綾塚古墳墳丘測量図（１／６００）
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